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記念品事業担当委員

（文責：菅沼淳）

半田高校卒業30周年記念事業における

「記念品事業」の活動の経過報告　および　ご意見を承る件

　今般、広く皆さまに対し、記念品事業について、今までの活動のご報告をさせていただくと共に、ご意見を頂きたく、この資料をまとめております。

　私たち36回生として、記念品は何を贈るべきか、皆さまのご意見を承りたく存じます。

　（ご意見の〆切：4月6日）

記

１．活動の経過報告および記念品の案

　今までの活動の時系列をまとめたものが（資料１）です。まずは（資料１）をご一読下さい。
　できるだけ書面で正確に状況をお伝えしたいので、長文になってしまいました。悪しからずご容赦下さい。

　（資料１）の中に出てくる記念品案の具体的な内容は、（資料２）（資料３）をご参照下さい。

２．今後の進め方

（1）皆さまからのご意見の拝承

　お読みになったとおり、半田高校側の態度の変化から、記念品事業の準備作業が前へ進まなくなっております。

　現在の状況を皆さまに理解して頂いた上で、私たち36回生として、記念品は何を贈るべきか、皆さまのご意見を承りたく存じます。（ご意見の〆切：4月6日）

　また、進め方に対するご意見やご助言などがあれば、そちらもお願いします。

	【参考：現時点で、委員から出ている意見】

①体育館の音響設備の調子を再確認し、やはりスピーカー整備の必要性がある、と認識した上で、高校との交渉を行う。（卒業式に参列した保護者の意見も確認する）

②いったん決めた案通り進めたいという思いが一番だが、学校の環境を知るものとしては、学校の言うことも理解できる。早急に再度こちらの思いを伝えて話し合う。

③記念品の贈呈を中止し、集まった金額をそのまま渡す（高校側で自由に使ってもらう）。

④永年続いてきた事業だから、贈呈の主旨や歴史をよく理解した上で、我々の代も続けたい。

⑤我々、生徒、高校の全てがうれしいものを贈りたい。

⑥高校がトロフィ類展示ケースを望むなら無視はできない。


（2）36回生としての態度決定

　皆さんからのご意見を踏まえ、記念品事業担当委員を中心に、他の事業の担当委員も含めて協議し、36回生としての態度を決定いたします。それを携えて、高校側と交渉いたします。

以上

